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　　都道府県がん診療連携拠点病院の指定要件として「都道府県においてがん医療に携わる専門的な知識及び技能を有する医師・薬剤師・看護師等を対象とした研修の実施」がある。
都道府県がん診療連携拠点病院である当院が中心となって地域がん診療連携拠点病院と連携し、千葉県においてがん化学療法に従事する薬剤師の質の向上を目的とした研修会を開催することが求められている。
今回、第一段階として、当院が中心となって地域がん診療連携拠点病院でがん化学療法に従事する薬剤師のレベルアップを図ることとし、「レジメン作成」について研修会を開催したので報告する。

【研修会名】やってみよう！がん化学療法レジメン作成
【目的】　　がん化学療法の基本となるレジメン作成について学ぶこと
【内容】　　がん化学療法のレジメン申請から申請内容の評価・支持療法の設定を含めたレジメン作成についての事前課題、グループワーク、講義
【開催日時】平成30年11月10日（土）14:00～18:00（受付13::40～）
【場所】　　千葉ペリエホール Room D+E
【参加人数】研修会参加者16名・ファシリテーター4名・事務局3名
　　　　　　ファシリテーター2名は国立がん研究センターより招聘した。
【参加施設】千葉県がんセンター・千葉大学医学部附属病院・君津中央病院・亀田総合病院・旭中央病院・松戸市立総合医療センター・順天堂大学医学部附属浦安病院・東京歯科大学市川総合病院
【概要】　　参加者には事前課題の実施を依頼し、課題を使用したグループワークを取り入れた。グループワークの発表に対しては活発な質疑応答があった。
　　　　　　レジメン作成の実際についての講義を最後に行い、知識のまとめをした。
　　　　　　　　　
【反省点・今後の課題】
〇募集について
・研修参加者の募集は、施設の薬剤部長宛ではなく、病院長宛とした方がいい。
・募集対象薬剤師の検討が必要。
・経験年数に差があり、研修の内容をどのレベルに設定するか、対象者によって難易度が異なる。
〇グループ分けについて
・グループ内の経験値の差をどのように扱うか。参加者の経験年数（がん化学療法に関わる経験年数を含め）の差はある程度はやむを得ない。グループ間でどのように調整するか。
〇ファシリテーターについて
・内部のファシリテーターのスキルの評価が難しい。ファシリテーターとしてのスキルの向上をどのようにするか。
〇研修会の運営について
・司会・進行は1名固定する。
・企画・運営側としては半日の研修会が限度と感じた。
〇事前課題について
・事前課題という方法について評価する声が多かった。課題の内容をもう少し具体的にした
方が良かった。
・英語文献を読むという課題が難しかったという意見があった。課題を作成についても検討が必要である。

	時間
	プログラム
	座席表

	13:40～14:00
	受付
	A

	14:00～14:10
	研修前アンケート記入
	A

	14:10～14:20
	開会挨拶・ファシリテーター紹介
	A

	14:20～14:30
	ワークショップの目的と内容の説明
	A

	14:30～16:00
	【グループワーク】
自己紹介
レジメン作成（４グループ）
	B

	16:00～16:10
	休憩
	B

	16:10～17:10
	発表（1グループあたり10分、質問5分）
	B

	17:10～17:40
	講義「レジメン作成の実際」
	A

	17:40～17:50
	全体討論・まとめ
	A

	17:50～18:00
	研修後アンケート記入・回収・全体写真
	A





